
 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校関係者評価報告書 

（令和３年度） 
【評価期間：令和３年４月１日～令和４年３月３１日】 

 

 

 

 

 

学校法人 都築学園 

お茶の水はりきゅう専門学校 

 

令和４年１２月 
 

 

 

 

 



【１】 学校関係者評価の実施について 

学校関係者評価は、文部科学省が策定した「専修学校における学校評価ガイドライン」に沿っ

て実施した「自己点検・評価報告書（平成 31年度･令和元年度）」に基づいて、卒業生・企業・

関係団体等の学校関係者を選任し、今後の改善に向けて評価とご助言をいただいた。 

評価委員には、学校運営状況をまとめた資料を配布し、自己点検・評価報告書の内容について

説明した上で意見等を聴取した。 

 

【２】 学校関係者評価委員会委員 

氏  名 所   属 選出区分 任 期 

杉島 実 私立大原学園高等学校・自由学園高等科講師 教育関係者 ２年 

井原 義高 私立あずさ第一高等学校柏キャンパ

ス副キャンパス長   

教育関係者 ２年 

※ 委員長は杉島 実先生 

 

【３】本校出席者（教職員） 

氏   名 役 職 ・ 所 属 等 

大山 良治 校長 

原田 晃 副校長・学科長 

笹井 彰 事務長 

白川 一敬 経理課長(日本薬科大学) 

長原 将士 教学課長・広報課長 

向田 順子 総務課職員 

 

【４】日時・場所 

   令和４年１２月２３日（金） １０時００分～１１時３０分 

   お茶の水はりきゅう専門学校 図書室 

 

【５】委員会次第 

（１）司会進行・・・向田 

（２）開会・・・笹井 

 （３）校長挨拶・・・大山  

 （４）評価委員の紹介・・・各委員・本校出席者自己紹介 

 （５）学校関係者評価について概要説明・・・笹井 

 （６）令和３年度自己点検・評価報告・・・本校出席者 

 （７）意見交換・・・各委員・本校出席者 

 （８）閉会・・・笹井 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１ 教育理念・目的・育成人材像等  

基準 評価項目 

４：適切       

３：ほぼ適切 

２：やや不適切 

１：不適切 

1-1 理念・目的・育成人材像は定められているか ４ 

1-2 学校の特色はなにか ４ 

1-3 学校の将来構想を抱いているか ３ 

 

評価結果 適切：○○○ 不適切： 

 

自由記述(委員より) 

・教育理念に基づき、人材育成がなされていると感じました。 

・学校の特色も良く出ており、時代のニーズにも合ったものであると思います。 

 ・コロナ後の eラーニングシステムの活用と人材育成の新たな方策が楽しみです。 

 

２ 学校運営 

基準 評価項目 

４：適切       

３：ほぼ適切 

２：やや不適切 

１：不適切 

2-1 運営方針は定められているか ４ 

2-2 事業計画は定められているか ４ 

2-3 運営組織や意思決定機能は、効率的なものになっているか ４ 

2-4 人事や賃金での処遇に関する制度は整備されているか ４ 

2-5 意思決定システムは確立されているか ４ 

2-6 情報システム化等による業務の効率化が図られているか ４ 

 

評価結果 適切：○○○ 不適切： 



 

自由記述(委員より) 

・特に問題はない。 

・運営方針・事業計画・規定を遵守して運営されていると感じました。 

・コロナ禍の中、教職員の皆様のご苦労には頭が下がる思いです。 

 

 

３ 教育活動 

基準 評価項目 

４：適切       

３：ほぼ適切 

２：やや不適切 

１：不適切 

3-1 
各学科の教育目標、育成人材像は、その学科に対応する業界の人材ニー

ズに向けて正しく方向付けられているか 
４ 

3-2 

各学科の教育目標、育成人材像を構成する知識、技術、人間性等は、業

界の人材ニーズレベルに照らして、また学科の教育期間を勘案して、到

達することが可能なレベルとして、明確に定められているか 

４ 

3-3 カリキュラムは体系的に編成されているか ４ 

3-4 学科の各科目は、カリキュラムの中で適正な位置づけをされているか ４ 

3-5 授業評価の実施･評価体制はあるか ４ 

3-6 
育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保してい

るか 
４ 

3-7 成績評価・単位認定の基準は明確になっているか ４ 

3-8 資格取得の指導体制はあるか ４ 

 

評価結果 適切：○○○ 不適切： 

 

自由記述(委員より) 

・必要に応じて授業評価を行っているという事ですが、常に自らを省みて日々向上して行こうと 

 する姿勢は、高校教員として心強く感じました。 

・実技授業も安全かつ清潔な環境を保ちながら実施している。 

・生徒の声については、体系的かつ定期的な CS(顧客満足度)をはかるシステムがあると良いと思い 

ます。 

 

 

 



 

４ 教育成果  

基準 評価項目 

４：適切       

３：ほぼ適切 

２：やや不適切 

１：不適切 

4-1 
就職率(卒業者就職率・求職者就職率・専門就職率)の向上が図られてい

るか 
４ 

4-2 資格取得率の向上が図られているか ４ 

4-3 退学率の低減が図られているか ４ 

4-4 卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか ３ 

 

評価結果 適切：○○○ 不適切： 

 

自由記述(委員より) 

 ・少人数制の特色を活かしたきめ細かい指導をされており、国家試験の合格率もそれを物語って 

  いる。 

・退学者数を０にする事は、なかなか難しい事であるが、今後も退学者を出さない様に、努力を 

 続けて行ってほしいと思う。 

 

  

 

５ 学生支援  

基準 評価項目 

４：適切       

３：ほぼ適切 

２：やや不適切 

１：不適切 

5-1 就職・進学指導に関する体制は整備され、有効に機能しているか ４ 

5-2 学生相談に関する体制は整備され、有効に機能しているか ４ 

5-3 
学生の経済的側面に対する支援が全体的に整備され、有効に機能してい

るか 
４ 

5-4 学生の健康管理を担う組織体制があり、有効に機能しているか ４ 



5-5 課外活動に対する支援体制は整備され、有効に機能しているか ４ 

5-6 学生寮等、学生の生活環境への支援は行われているか ４ 

5-7 保護者と適切に連携しているか ４ 

5-8 卒業生への支援体制はあるか ３ 

 

評価結果 適切：○○○ 不適切： 

 

自由記述(委員より) 

・担任が、きめ細かく欠席者の把握をするなど、高等学校並みのサポートをしている。 

・スクールカウンセラーがいる事や教員による個人面談は、学生にとっては何より心強い事で  

 あると思います。また、本格的に動き出した同窓会活動及びリカレント教育は、貴校に進学を 

 考えている生徒にとっては、非常に魅力的であり、安心出来るものではないかと思います。 

 

 

６ 教育環境 

基準 評価項目 

４：適切       

３：ほぼ適切 

２：やや不適切 

１：不適切 

6-1 施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか ４ 

6-2 
学外実習、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制を整

備しているか 
４ 

6-3 防災に対する体制は整備されているか。 ３ 

 

評価結果 適切：○○○ 不適切： 

 

自由記述(委員より) 

・特に問題はない。 

・日本薬科大学と連携した授業やイベントがあるという他校にみられない教育環境が特徴 

だと思う。 

・将来、台湾の中国医薬大学への研修旅行が実現出来る事を願っています。 

 

 

 

 



７ 学生の募集と受け入れ  

基準 評価項目 

４：適切       

３：ほぼ適切 

２：やや不適切 

１：不適切 

7-1 学生募集活動は、適正に行われているか ４ 

7-2 学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか ４ 

7-3 入学選考は、適正かつ公平な基準に基づき行われているか ４ 

7-4 学納金は妥当なものとなっているか ４ 

 

評価結果 適切：○○○ 不適切： 

 

自由記述(委員より) 

・特に問題はない。 

・生徒のやる気をメインに、3年間の学習について来られるのかといった視点での募集活動は、 

入学者数確保という大命題の前では中々難しい事だと思いますが、そのうえで、入学者数を 

  増やしながら、入学者のレベルを継続し続けている事がすばらしいと思います。 

 

 

８ 財 務 

基準 評価項目 

４：適切       

３：ほぼ適切 

２：やや不適切 

１：不適切 

8-1 中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか ３ 

8-2 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか ３ 

8-3 財務について会計監査が適正におこなわれているか ４ 

8-4 財務情報公開の体制整備はできているか ４ 

 

評価結果 適切：○○○ 不適切： 

 



 

自由記述(委員より) 

・特に問題はない。 

・令和 2 年度 76.2%、令和 3 年度 86.3%と、学生が充足されている事は、今後の財政状況の改善に。 

 一段と弾みがつくと思います。 

・募集の好況と退学率の低さから、財務の健全さが窺えます。 

 

 

９ 法令等の遵守 

基準 評価項目 

４：適切       

３：ほぼ適切 

２：やや不適切 

１：不適切 

9-1 法令、設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか ４ 

9-2 個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか ４ 

9-3 自己点検・自己評価の実施と問題点の改善に努めているか ４ 

9-4 自己点検・自己評価結果の公開はしているか ４ 

 

評価結果 適切：○○○ 不適切： 

 

 

自由記述(委員より) 

・特に問題はない。 

・適切に法令を遵守している。 

 

 

１０ 社会貢献  

基準 評価項目 

４：適切       

３：ほぼ適切 

２：やや不適切 

１：不適切 

10-1 学校の教育資源や施設を活用した社会貢献を行っているか ４ 

10-2 学生のボランティア活動を奨励、支援しているか ３ 

 



評価結果 適切：○○○ 不適切： 

 

 

 

自由記述(委員より) 

・同窓会活動、リカレント教育を通じて、学生、卒業生がより一層社会に貢献し続けることを 

  望みます。 

 

 

 

 

総括（委員より） 

 ・大きな問題が見当たらず、健全で少人数制を活かした学校運営をしている学校だと感じました。 

  卒業生とのつながりを強化する事で、より一層、学校の将来構想が実現に近付くのではないかと 

  期待しています。私は、一高校教員として貴校を、生徒にすすめたいと思います。 

・定員充足率が、右肩上がりに上昇しているのは、非常に素晴らしい事だと思います。コロナ禍の 

 中、どの学校種も様々な苦労があるかと思いますが、もうしばらくの間は、「忍」の一字で邁進 

していただきたいと思います。 

 

 

学校関係者評価委員  委員長    杉 島  実 

学校関係者評価委員  委 員    井 原  義 高 

本校出席者  校 長         大 山  良 治 

副校長・学科長    原 田   晃 

                     事務長        笹 井   彰 

経理課長（日薬大） 白 川  一 敬 

                     教学課長・広報課長 長 原   将 士 

                     総務課職員        向 田  順 子 


